
Ⅰ．緒言
2005 年に「食育基本法」が制定され、生活習

慣の基礎を身に付ける幼児期からの積極的な食育
推進が重要視されている1）。幼稚園や保育施設に
おいては、子どもを対象とした栽培活動や掲示物
などの媒体を通じて多様な食育が行われている。
そして、保護者の食意識や食行動は子どもの食生
活に多大な影響を及ぼすことから2）3）4）、保護者に
対しても食育を行っていくことも必要である。先
行研究において、園児や保護者を対象とした食育
教室や料理教室の取り組みや、その効果的な方法
について報告されている5）6）7）。

このような中、「食べること」と「育てること」
を繋ぐことで「食」を五感で捉え、食の大切さや
生命の尊さを学びながら自らの食生活を考えさせ
る食農教育が注目されており、園児と保護者に対
する食農教育の実施報告や、その効果について報

告されている8）9）。木田らは10）、幼稚園児において
週 1 回以上の野菜栽培活動で、食べ物に興味関心
を示す子どもや嫌いなものでも頑張って食べる子
どもが増加したと報告している。さらに、新堀ら
は11）、園児によるイネ栽培学習により植物に感謝
する気持ちを育む効果を挙げている。

そこで本研究では、「食の大切さ・生命の尊さ
を学ぼう」をテーマとして食農教育を実施するこ
とで、保護者及び園児の食生活、特に食に対する
感謝の気持ちや興味関心に及ぼす影響を調査し、
より有効な食農教育の方法について検討すること
を目的とした。

Ⅱ．方法
１．調査対象者及び手続き

A 幼稚園の年長クラス 5～6 歳の園児及びその

＊本学助教，＊＊本学教授，＊＊＊本学助手
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な改善が観察された。食育・料理教室に参加した親子 6 組においては、園児の「食事に対する感謝の気持
ち」の項目において改善の傾向がみられたが、統計学的有意差は観察されなかった。
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保護者を対象とした。本調査の主旨と目的、個人
情報保護に関する説明文を保護者に配布し、同意
の得られた 43 組の園児及び保護者を対象とした。
また、本調査の実施に先立ち、中京学院大学短期大
学部研究倫理委員会の承認を得た。（第 29004-2 号）

２．調査期間
平成 29 年 4 月～11 月

３．食農教育の実施方法
①農作物の栽培活動と園児及び保護者への食育方法

園児と共に農作物の植え付け、水やり等の管理
及び成長の観察を行った。その様子や観察の記
録・写真や食教育に関する内容（食の大切さ・命
の大切さ）を記したお便り「しょくのうつうし
ん」を作成し、（図 1）これを園児が家庭に持ち
帰り、保護者に園児の農業体験の様子を伝えた。

（全 3 回の配布）

②食育・料理教室の開催
平成 29 年 8 月及び 10 月の 2 回に分けて参加希

望者を募り食育教室を開催した。本教室では、
「食の大切さ・生命の尊さを学ぼう」というテー
マのもと、農業体験の振り返りや食への感謝の気
持ちを対象者に伝えるスライドを作成し食教育を
行った。さらに、農園で採れた野菜を利用して園
児と保護者が共に調理し、試食を行った。

４．アンケート実施方法
本調査の対象園児が、アンケート用紙（表 1）

を家庭に持ち帰り、保護者が設問に回答後、再び
園児を通じて園に返却を行った。アンケートは無
記名回答としたが、回答者を識別できるようアン
ケート用紙に ID を記載した。食農教育実施前と
後の 2 回実施した。

５．解析方法
本調査におけるアンケートの各項目に順序尺度

を設定しノンパラメトリック手法である Wilcoxon
の符号付順位和検定を用いて、食農教育実施前

（以下介入前）後（以下介入後）のデータを比較
し有意性を調べた。統計処理には Excel 統計
2015 を用い、有意水準は 5％（両側検定）とした。

Ⅲ．結果
本調査で対象とした 43 組の園児及び保護者の

うち、調査有効回答数は 34 組であった。（園児：
5～6 歳、男子 18 名、女子 16 名、保護者：平均
年 齢 36.9 歳±5.4 歳、男 性 2 名、女 性 32 名）ま
た、食育・料理教室の参加は 6 組（園児：5～6
歳、男子 3 名、女子 3 名 保護者：平均年齢 38
歳±4.2 歳、男性 1 名、女性 5 名）であった。得
られたデータ及び解析結果は、表 2～8 に示した
とおりである。表 2・3 は介入前・後の各アンケー
ト項目尺度における分布を示している。表 4～8
のデータは全て、25％ タイル値，（中央値 MD），
75％ タイル値で示した。

34 組の園児及び保護者において、介入前と後
のアンケートデータを解析した結果、園児・保護
者共に統計学的有意差は観察されなかった。（表
4、表 5）

食育・料理教室に参加した親子 6 組において
は、園児の「食事に対する感謝の気持ち」の項目
において改善の傾向がみられたが、園児・保護者
共に統計学的有意差は観察されなかった。（表 6、
表 7）本教室の参加保護者からは、「子どもが食
事の手伝いをしてくれるようになった」といった

図1 しょくのうつうしん
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声も聞かれた。
園児における各アンケート項目の高尺度回答群

③食べ残し→高頻度 4 及び 5 回答、④食事前後の
挨拶→低頻度 3 回答（4・5 回答なし）⑤食事へ
の集中→低頻度 3・4 回答（5 回答なし）⑥野菜

への興味（触れる）→低 4・5 回答⑦料理の有無
→低 4・5 回答⑦家庭での調理→低頻度 4・5 回答
⑧食への興味→低 4 回答（5 回答なし）について
解析した結果、項目③⑤⑧において介入後に統計
学的に有意な改善が観察された。（表 8）
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Ⅳ．考察
本調査では、34 組全体の園児及び保護者にお

ける食農教育実施前後の食生活に関する意識の差
は観察されなかった。

保護者の各アンケート項目の回答分布をみる
と、介入前の段階ですでに意識が高い傾向（回答
尺度は低）にあり、介入後もほぼ変化がなかった

（表 3、表 5）このことから、既に日々の食生活の
中で園児に対する声かけが実践されていたと考え
られるが、今回の結果からは、その理由は特定で
きない。

園児においては、③食べ残し高頻度群及び⑤食
事への集中低頻度群で、統計学的に有意な改善傾
向がみられた。⑧食への興味低頻度群において
も、介入後に週の約半分は食の話題を家庭でして
いることから、実際に栽培体験を行うことで食事
に対する意識や興味関心を持つことができたので
はないかと考えられる。野田らは12）、中学生にお
いて栽培・動物の解体などの生産体験が意図的な
学びと結びつくことで食べ物の命に対する認識を
促す傾向があると報告している。本調査において
も、農作物を育てるという生産体験と意図的な食
教育を合わせることで、③食べ残し高頻度群及び
⑤食事への集中低頻度群⑧食への興味低頻度群の
園児における食に対する意識や興味関心が変化し
た可能性が示唆された。

今回の調査では、園児及び保護者全体では変化

がみられなかった。その理由として、栽培体験を
振り返るための保護者への配布媒体の回数の少な
さ、配布時期が若干遅れてしまった点などが考え
られる。高尾らは6）、幼児・保護者への通信型食
教育を月 2 回のペースで、且つ家庭での配布媒体
を有効活用してもらう工夫を行い、その有効性を
報告している。食育の内容に関しても、保護者に
アンケートをとり検証していく必要性がある。さ
らに、調査項目においても、より具体的な家庭で
の声掛け内容や食育に対する考えなども調査して
いきたい。

本調査における食農教育は、配布媒体に加えて
食育・料理教室を計画していたが、参加人数が少
数であった。このことについても、園側と連携し
ながら改善していく必要があると考えられる。
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